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１．研究計画の概要
本プロジェクトは、新約聖書の中に出て来

るマカリズム（幸いの宣言）の全般にわたる
聖書学的・修辞学的考察を目指している。
個々の使用例を文献学的に分析した後に、新
約聖書のマカリズムの全体像を得る。

２．研究の進捗状況

(1)平成１９年度には文献収集と予備的考

察として旧約・ユダヤ教におけるマカリズム

（幸いの宣言）の考察を行い、知恵文学的マ

カリズム（幸いの宣言）と黙示文学的マカリ

ズム（幸いの宣言）の２系列があることを確

認した。

(2)平成２０年度には、特に福音書文学に出

て来るマカリズム（幸いの宣言）を個別的に

分析した後に、それぞれの福音書の物語的文

脈におけるマカリズム（幸いの宣言）の神学

的・修辞的機能について考察した。

(3)平成２１年度は、これらの考察を踏まえ

、特に新約書簡文学におけるマカリズム（幸

いの宣言）の性格を、聖書学的・修辞学的視

点から考察した。

３．現在までの達成度
おおむね順調に進展している。

４．今後の研究の推進方策
今まで行って来た個々の関連箇所の分析

に基づいて、新約聖書中のマカリズムの使用
例の全体像を明らかにし、研究を総括した結
論を執筆する。
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